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２．医療ＤＸ（その３）について 
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 続きまして、「医療ＤＸ（その３）について」を議題といたします。事務局より 

資料が提出されておりますので、説明をお願いいたします。 

  

 はい。おはようございます。医療課長でございます。それでは、医療ＤＸについ

て（その３）、中医協資料「総─２」を用いまして、ご説明をさせていただきたいと

思います。 
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 ２ページ目に、目次がございます。 

 

 ここにございますとおり、 

 

 １．ＤＸから、５．電子処方箋についてという議題で、アイテムで、ご説明をさ

せていただきたいと思います。 
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説 明 １．医療ＤＸについて 

 

  

 

 それでは、１つ目のＤＸについてでございます。 
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 スライド４枚目から８枚目でございますけれども、 

 

これは、これまでの中医協においても、ご紹介してきた内容でございます。 

 

 医療ＤＸの方向性といたしまして、骨格が全国医療情報プラットフォームである

こと。 

  

 そして、電子カルテ情報の標準化等を進めること、 

  

 診療報酬改定ＤＸであることのほか、 

  

 医療ＤＸの実現によりまして目指す社会についてお示ししております。 
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説 明 ２．情報共有基盤の整備について 

 

  

 

 次に、９ページに進ませていただきます。 

 

 ２つ目の項目でございまして、「情報共有基盤の整備について」でございます。 
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 こちらも、これまでの中医協で何度かご説明したものでございますけれども、 

  

 医療ＤＸに関する施策の現状と課題につきまして、 

 

全国の医療機関等が必要な診療情報を共有することにより、切れ目なく質の高い

医療の事業が可能となることをお示ししてございます。 
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 それでは、11ページでございます。 

 

 11ページが全国医療情報プラットフォームの全体図ということでございます。 

 

 「救急・医療・介護現場の切れ目ない情報共有」等のメリットが考えられ、 
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 12ページでございますが、これは工程表の中で、図の中段でございますけれども、 

  

 左に「全国医療情報プラットフォームの構築」という中で、 

  

 情報共有基盤の整備、共有等が可能な医療機関の拡大の範囲について、プラット

フォーム基盤構築のほか、赤囲みにしてございます。 

 

 救急時に医療機関等で患者の医療情報を閲覧できる仕組みの整備をお示しして

ございます。 

 

 これは後段でご説明申し上げますが、令和６年度中の運用開始ということが予定

されているというとこでございます。 
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 13ページ目でございます。電子カルテの情報共有サービスにつきまして、 

  

 提供されるサービスにつきましては、３文書６情報に係るものといたしまして、 

上に①②③というふうにございます。 

 

 文書情報を医療機関等が電子情報で、電子上で送受診できるサービス。 

 全国の医療機関等で患者の電子カルテ情報（６情報）を閲覧できるサービス。 

 ③で本人等が自身の電子カルテ情報（６情報）を閲覧・活用できるサービス 

 

が示されているところでございます。 
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 14ページ目。 

  

 情報共有基盤を構築する上での情報の発生のタイミング・登録の仕組みに関する

想定といたしまして、 

  

 電子カルテ情報を使用している全国の医療機関等との連携や、 

患者自身による自らの医療情報の活用等のための基盤となることが想定されて

いるところでございます。 
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 15ページ目に進ませていただきます。 

 

 医療機関等での間で電子カルテ情報を電子的に交換することによるメリットに

つきましては、 

  

 患者、紹介元、紹介先の医療機関がメリットを実感できるような仕組みにすると

いう必要があるという考えでございまして、 

  

 医療情報ネットワークに関するワーキングにおいても議論が行われてございま

す。 
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 16ページ目でございますけれども、 

 

電子カルテ情報共有サービスにおける文書送付サービスの仕組みとメリットに

つきましては、 

 

確実な文書送付によります個人情報の安全な管理等が示されています。 
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 17ページ目。 

 

こちらは電子カルテ情報共有サービスにおける６情報の閲覧サービスの仕組み、

およびメリットでございますけれども、 

  

 これに関しましては、メリットにつきましては、患者の医療情報を踏まえた質の

高い診療等ということが示されております。 
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 18ページ以降、何枚かが患者サマリー、Patient Summaryについてでございます。 

 

 これまで、紙などで患者様に共有していた治療上のアドバイスを患者に電子的に

共有する仕組みとして運用されるものとされてございます。 
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 19ページ。 

 

患者サマリーの運用整理におきまして、課題と対策案が示されてございます。 
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 20ページ。 

 

 こちらのスライドでは、患者サマリーのイメージ図の案をお示ししてございまし

て、 
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 21ページには、 

 

この対応につきましては、医療機関のシステム改修負担も考慮した実装等を検討

していることをお示ししてございます。 
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 22ページ。 

  

 データヘルス集中改革プランの Action1、医療情報を患者や全国の医療機関等で

確認できる仕組みにおきましては、 

  

 救急患者についてマイナンバーカードや氏名等の４情報検索により救急用サマ

リー等を確認できるよう、 

 

令和６年度中の運用開始を目途に整備が進められているところでございます。 
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 23ページ目。 

  

 先のスライドでお示しした仕組みにおきます、 

 

救急医療時の医療情報閲覧フローをお示ししてございます。 
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説 明 ３．サイバーセキュリティについて 

  

 

 

 それでは、３つ目の項目でございます。 

 

 サイバーセキュリティであります。 
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 25ページ目に行かせていただきまして、 

 

４月 26日の中医協における主な意見ということでございます。 

 

 費用負担も含めて、さまざまご意見いただいたところでございまして、 
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 26ページ目、27ページ目。 

  

 「重要インフラのサイバーセキュリティに係る行動計画」や、 
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過去の事案を例として、お示ししてございます。 
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 次、28ページ目。 

  

 事案発生後に緊急的に厚労省で行われた調査でございますけれども、 

  

 医療機関の自主的な取組だけでは不十分と考えられる結果とのことでありまし

た。 
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 29ページ目。 

  

 医療情報システムの安全管理に関するガイドラインにつきましては、 

  

 令和５年５月、今年の５月に最新版、こちら 6.0ということでございますが、 

この版が策定されております。 
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 30ページ。 

  

 この第６版でございますが、 

 

ネットワーク関連のセキュリティ対策の見直しが行われております。 

  

  

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/


 

 

Copyright © 2019 http://chuikyo.news   All Rights Reserved 

 

45 

 

  

  

 31ページ目でございます。 

 

 令和４年度の診療報酬改定におきましては、診療録管理体制加算の要件見直しが

行われまして、 

 

400床以上の病院につきましては、専任の医療情報システム安全管理責任者の 

配置が求められるとともに、 

  

 医療情報システムのバックアップ体制の確保が望ましいこと等が定められて 

ございます。 
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 32ページ目。 

 

バックアップ体制につきましては、 

 

オンラインサーバーによるもののほかに、 

オフラインなどの方式が認められ、３世代管理が最も多いという結果でございま

す。 
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 ここからは病院のサイバーセキュリティ対策についての実態調査についてで 

ございまして、 
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 34ページには、医療情報システム管理責任者を設置している割合についてでござ

います。 

 

 400 床未満の病院におきましても一定の割合で設置されていることをお示しされ

ております。 
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 35ページ。 

 

サイバー攻撃等によりますシステム障害発生時に備えまして、ＢＣＰ、事業継続

計画を策定している医療機関の割合でございますが、こちらは病床数が多いほど高

くなるという傾向にございました。 

 

 また、ＢＣＰを策定している医療機関のうち、ＢＣＰにおいて策定されました 

対処手順が適切に機能するか、訓練などによって確認している医療機関の割合は、 

  

 これは全ての病床数の区分でございますけれども、約３割から４割ということで

ございました。 
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 36ページに進みます。 

 

 電子カルテシステムのバックアップデータを作成している医療機関のうち、 

  

 オフラインバックアップデータを作成している医療機関の割合は、 

  

 これも全ての病床数の区分におきまして約５割ということでございます。 
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 37ページ。医療法に基づきます立入検査についてであります。 

 

 この中で、電子カルテ等の保存も検査項目に挙げられていることをお示しして 

ございます。 
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 38ページ。 

 

ガイドラインを遵守し、サイバーセキュリティの確保について必要な措置を講じ

ることは、 

 

医療法施行規則における医療機関の管理者が遵守すべき事項として位置づけら

れたところでございます。 
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 39ページ。 

 

安全管理ガイドラインに記載されております内容のうち、優先的に取り組むべき

事項につきましては、厚生労働省におきましてチェックリストを作成し、 

  

 医療法施行規則、これは今年の４月１日に施行されてございます。 

 

 （医療法施行規則）に基づく立入検査において活用しているところでございます。 

 

 当該チェックリストにおきましては、医療情報システム安全管理設計責任者の 

配置やサイバー攻撃を想定した事業継続計画、ＢＣＰの策定等を求められている 

ところでございます。 
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 40ページ。 

  

 政府における医療機関等のサイバーセキュリティ対策に係る支援等につきまし

てでございまして、 

  

 予防、そして発生時の初動、そして復旧まで広く支援を対象としているところで

ございます。 
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 41ページ目でございます。 

 

 令和５年度の補正予算におきまして、医療機関におけるサイバーセキュリティの

更なる確保のため、 

  

 外部ネットワークとの接続の安全性の検証・検査や、 

オフライン・バックアップ体制の整備を支援する事業を実施する予定としてござ

います。 
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説 明 ４．オンライン資格確認等システムについて 

 

 

  

 次、42ページ目。 

  

 ４つ目の項目。オンライン資格確認等システムでございます。 
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 43ページ目でございますけれども、 

 

マイナンバーカードの健康保険証利用につきまして概要をお示ししてございま

す。 
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 44ページは、全国医療情報プラットフォームにおきましても、 

  

 オンライン資格確認等、このシステムは要素の１つとして位置付けられているこ

とを示してございまして、 
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 45ページ。46ページは、医療情報・システム基盤整備体制充実加算についての、 

  

 これまでの特例措置も含めた対応案について、お示しをしてございます。 
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 47ページでございますが、11月 10日の中医協におきましてもお示ししてござい

ます。 

 

 検証調査の結果についてでございます。 

 

 医療機関等において、システム導入が進んでいるところでございますけれども、 
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 次、48ページ目。 

  

 マイナンバーカードの健康保険証利用による診療情報等の活用についてですが、 

  

 複数の活用効果についての回答は得られてございますけれども、 

  

 活用状況については、いまだに十分ではないというふうに、こういう状況が示さ

れてございます。 
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 49ページ目。 

  

 マイナンバーカードの健康保険証利用によります診療情報等の活用により、 

  

 複数の医療機関で処方されている医薬品の重複や飲み合わせの問題等がわかり、

処方を調整できた等の患者さんに対するメリットを回答した医療機関も一定数、 

認められたところでございます。 
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 50ページ目から 52ページ目は、 

  

 訪問診療等によるオンライン資格確認の仕組みについて、ご紹介をしてございま

す。 
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説 明 ５．電子処方箋について 

  

 

 

 それでは、５つ目の項目でございます。 

 

 「電子処方箋について」であります。 
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 54ページ目。 

  

 全国医療情報プラットフォームにおきまして、電子処方箋管理サービスは医療情

報基盤の１つとして位置づけられております。 

 

 医療ＤＸの推進におきましては、オンライン資格確認等システムの導入を前提に、 

  

 質が高く効率化された医療の提供や医療費適正化の観点から、電子処方箋の活用

を着実に進めていく必要があるとされてございます。 
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 55ページ目でございますが、 

  

 電子処方箋の導入意義として、医療機関や薬局、患者間での処方に係る情報共有

等によりまして、質の高い医療サービスを提供するといったことがございます。 
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 56ページ目。 

  

 電子処方箋の導入状況につきまして、11月 19日時点でのデータをお示しして 

ございますけれども、 

  

 いまだ、こちらは低い状況というふうに認識をしてございます。 
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 57ページ目。 

  

 一方で、こちら、電子処方箋管理サービスにより確認できることといたしまして、

処方、調剤された情報や重複投薬のチェック結果も確認できるということでござい

ます。 
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 また、各機能につきましては、患者さんの受付方法や処方箋の発行形態にかかわ

らず利用できるということでございます。 
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 59ページ目。 

  

 紙の処方箋でありましても電子処方箋管理サービスにより情報共有に活用でき

ること。 
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 そして、60ページ目。 

  

 電子処方箋導入促進のため、厚生労働省におきましてはさまざまな取組を行って

いるということをお示ししてございます。 
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 61ページ目は周知広報。 
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 そして、62ページ目は活用事例のご紹介。 

 

 これ、活用事例のサイトを開設し、公表していること。 
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 63ページ目でございますけれども、これは電子処方箋に関わる当面の全体スケジ

ュールでございます。 

 

 ここにおきましては、院内処方に係る機能拡充も含めた機能について改修等が 

行われる予定ということでございます。 
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 64ページ目。院内処方の情報連携を行うシステムについては、 

  

 院内処方であっても、院外処方同様に、処方箋同様に重複投薬等チェックなどの

実現に向けて検討を進められているということでございます。 
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説 明 ６．課題と論点 

 

  

 

 ここからは課題と論点でございますけれども、 

  

 課題はご紹介したとおりでございまして、論点、最後のスライドでございます。 

 

 68ページ目でございます。 
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 ４つアイテムがございまして、「情報基盤に係る整備について」ということでござ

います。 

 

 ご紹介申し上げましたように、救急時の医療情報を閲覧できる仕組みの整備が 

令和６年度中に運用開始を目途として整備が進められているといった、こういった

背景を踏まえまして、救急外来等における救急用サマリー等を活用できる整備体制

を促進することについて、どのように考えるか。 

 

 ２つ目の項目。サイバーセキュリティにつきましては、３つ丸がございます。 

 

 こちら、バックアップを行っている医療機関の評価についてどのように考えるか。 

  

 また、２つ目の丸は、こちらは医療法 25条第１項に基づきます立入検査におきま

して、こちら、400 床以上の医療機関には専任の医療情報システム安全管理責任者

を求めることについてどのように考えるか。 
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 ３つ目でありますけれども、こちらは訓練などの評価について、どのように考え

るか。という論点としてございます。 

 

 ３つ目の項目、オンライン資格確認等システムでございます。 

 

 現在のこの医療情報・システム基盤整備体制充実加算につきまして、検証結果を

踏まえまして、こちらの利用により取得された薬剤情報等を活用した質の高い医療

の提供をさらに推進する観点から、どのようなことが考えられるか。どのような対

応を行うべきか。 

  

 次の丸では、マイナンバーカードの健康保険証利用によりまして取得されました

薬剤情報、特定健診情報を診察で直接、閲覧するとともに、３文書６情報を適切に

入力して活用するなどの体制を整備することを促進することについて、どのように

考えるか。 

 

 最後の項目でございます。電子処方箋でございますけれども、こちら、電子処方

箋も医療情報基盤として掲げられているということでございまして、診療報酬上の

対応について、どのように考えるか。という論点とさせていただいております。 

 

 事務局からの説明は以上でございます。 

  

 

 はい、ありがとうございました。 
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